
中島俊克先生は, ����年３月をもって立教大学経済学部を定年退職されました｡ 立教大学の
在職期間は��年間におよびます｡ はじめに中島先生の略歴について触れておくと, ����年１月
東京都に生まれ, ����年３月に東京都立青山高等学校を卒業され, 同年４月に一橋大学経済学
部に入学されました｡ ����年３月に同学部を卒業, 引き続き, 一橋大学大学院経済学研究科に
進まれ, 研究者への道を歩みはじめます｡ ����年��月から����年６月までパリ第四大学に在籍
され, 博士号を取得されました｡ 帰国後の����年３月に一橋大学大学院経済学研究科を単位修
得退学され, 同年４月から１年間, 一橋大学経済学部助手を務め, ����年４月に京都産業大学
経済学部に着任されました｡ 同大学の専任講師, 助教授を経て, ����年４月に立教大学経済学
部に助教授として移られ, ����年４月に教授に昇格されました｡ この間, 中島先生は研究面で
最前線に立ち, 教育面でも精力的にかつ懇切丁寧に学生たちを指導され, また学内行政でも重

職を歴任されてきました｡

私が中島先生に初めてお目にかかったのは, 着任されたばかりの����年４月のゼミナール面
接の場でした｡ 以来, 第１期の学部ゼミ生として����年から３年間, 助手として����年から２
年間, 教員として����年から３年間, 計８年間を立教大学経済学部で同じ時間を共有し, 立教
を離れている間も, 同じ経済史・経営史を専攻する研究者として, 学会を中心に, 折に触れて

その謦咳に接してきました｡ 私の限られた能力で, 中島先生の歴史家としての深い知識・教養

と, 多彩かつ多方面にわたる学問的関心の全てについて, この短い小論でまとめることは難し

いと感じています｡ 私の知る限りの中島先生のお人柄を中心に置いて, 先生の足跡をたどりな

がら, ｢人と学問｣ への接近を試みてみたいと思います｡

１. 経済史家の道へ――学部から博士課程の時代――

中島俊克先生がフランス経済史を専攻した理由は, 退職にあたり大学院経済学研究会の紀要

『立教経済学論叢』 第��号 (����年３月) に寄稿した ｢経済史への想い―私の修業時代―｣ で

詳しく述べられています｡ 寄稿の中で中島先生は, ｢今となっては確たる記憶がない｣ と語っ

ていますが, 母方の祖父が郷土史家で歴史が好きだったこと, 加えてフランス映画を好み, 大

学入学前からフランス語も少し学んでいたことを踏まえれば, 経済学部に進学後, フランス経

済史を専攻することは, 自然な成り行きだった様にも思われます｡ ただ人類学や社会学に興味
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があり, 一橋大学といっても, 当初は経済学部ではなく, 社会学部への進学を考えていた高校

時代に思いを馳せると, 後年における中島先生の経済学や経済史にとどまらない学際的な関心

の広さと深さ, また全学共通カリキュラムにかけた情熱がうかがえるようにも思います｡

学部選択に関しては, 御尊父の ｢経済の方が潰しがきく｣ とのご助言 (中島先生によれば

｢説得｣) により, 経済学部に入学しますが, ここで中島先生と経済史が出会うことになります｡����年の一橋大学は, 大学紛争の記憶も生々しく, その余波からか, 教員も疲弊し, 若い中島
先生にとっては, 理論・政策系の講義は精彩を欠くように感じられたようです｡ その中で中島

先生は, 歴史に傾注していくことになりますが, 当時の一橋大学経済学部は, 日本中世史の永

原慶二 (����‒����), ローマ古代史の渡辺金一 (����‒����), 中国史の中川学 (����‒����),
ドイツ中世史の山田欣吾 (����‒ ) など, 錚々たる陣容を誇っていました｡
ただ中島先生が経済史, とりわけフランス経済史という ｢潰しのきかない｣ (中島 [�����],

１頁) 分野を専攻したのは, 留学中の山田欣吾に代わって一橋大学に来ていたフランス近代史

の泰斗である遅塚忠躬 (����‒����, 当時は東京都立大学人文学部助教授, 後に東京大学文学
部教授) に魅了されたためでした｡ 遅塚は 『岩波講座世界歴史』 旧版 (����～��年刊行) に書
き下ろした ｢経済史上の��世紀｣ (同��巻収録) をベースに講義を行い, 中島先生はその議論
の ｢スマートさに圧倒｣ (同上, ２頁) されます｡ 以来, 中島先生ご自身の表現を借りれば,

｢経済史狂い｣ となり, カルロ・チポラ (������������, ����‒����) の ������������������������������������������������, ����やポール・マントゥ (�����������, ����‒����) の名著 ����′�������������������������������′�����′���, ����(徳増栄太郎ほか
訳 『産業革命』 東洋経済新報社, ����年) を原書で読み進めていくことになります｡
学部３年生となり, 中島先生はゼミを選択する時期になりますが, 当時の一橋大学経済学部

には, 近代西洋経済史の専門家が不在でした｡ そのため, 当時の経済学部で近代西洋経済史を

学びたい学生は, 山田欣吾ゼミに所属しつつ, 隣の商学部所属の米川伸一ゼミで学ぶことが通

例となっていました｡ その頃, イギリス経済史を専門としていた米川伸一 (����‒����) の下
には, 湯沢威 (����‒ , 学習院大学名誉教授), 鈴木良隆 (����‒ , 一橋大学名誉教授), 和田
一夫 (����‒ , 東京大学名誉教授) など, 後年の外国経済史・経営史をリードする俊英が揃っ
ていました｡ ところが, その年に急遽, 米川の英国留学が決まり, 中島先生は工業政策の外池

正治 (����‒����) のゼミに所属することになります｡
外池ゼミでは, イギリス中小企業論に関する英文輪読からスタートして, 一橋大学伝統の実

証主義を徹底的に叩き込まれます｡ ゼミ外でも, 読書会を組織して, ボブズボーム (������������) の ��������������������������������������������������������������������������������(浜林正夫ほか訳 『産業と帝国』 未来社, ����年), を読み
進めました｡ ゼミに入った頃の中島先生は, 中川学の影響で当時流行の従属路論に惹かれてい

たそうですが, 外池ゼミでの議論を通じて, 当時の日本の社会科学をリードしていた大河内一
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男 (����‒����) や大塚久雄 (����‒����), 高橋幸八郎 (����‒����) の問題意識を学んでいき
ます｡ 外池の指導により, イギリス産業史の中川敬一郎 (����‒����, 東京大学名誉教授, 経
営史学会第３代会長) や中川の方法論をフランスに適用した遠藤輝明 (����‒����, 横浜国立
大学名誉教授) など, 後に中島先生の研究フィールドで大きな位置を占める産業史研究も吸収

していきました｡ 学部卒業論文では, ボブズボームの �����������������������‒�������������������������������(安川悦子・水田洋訳 『市民革命と産業革命：二重革命の時

代』 岩波書店, ����年) を受けて, 産業革命の英仏比較を選び, 遠藤のフランス産業革命研究
を参考にしつつ, フランスの木炭製鉄など, 大学院での研究につながる研究に取り組みました｡

２年間の大学院浪人を経て, 中島先生は修士課程に進学しますが, 本格的なフランス経済史

研究を進めるべく, フランス語に堪能な渡辺金一の門下に入ります｡ 大学院では, 横浜国立大

学の遠藤輝明の下にも通いながら, 修士論文の準備を進め, 産業革命期のフランス東部や中西

部の森林地帯のみで展開していた石炭と木炭の双方を利用する小規模製鉄工場に焦点を当てま

す｡ 東京大学経済学部図書館が所蔵していた 『鉱山局統計』 (����～��年) を徹底的に読み込
んで完成した修士論文は, 一部が学会誌 『社会経済史学』 に ｢十九世紀前半のフランスにおけ

る小規模製鉄工場へのバドル炉の普及｣ として掲載され, これが刊行された中島先生の最初の

論文となりました｡

博士課程進学後, 東京教育大学から一橋大学に移った近代イギリス経済史の浜林正夫 (����
‒����) に指導教員を変更し, 商学研究科の米川伸一にも指導を受けるようになりました｡ 米
川から早稲田大学の原輝史 (����‒����) を紹介され, その原の導きで ｢フランス資本主義研

究会｣ に参加したことは, 中島先生の一つの画期となります｡ フランス資本主義研究会は, 当

時の若手フランス経済史家によって組織され, 権上康男 (����‒ , 横浜国立大学名誉教授),
廣田功 (����‒ , 東京大学名誉教授) などがメンバーでした｡ ここで中島先生は, フランスの
最新の研究成果を共有するとともに, 当時の日本におけるフランス史研究で影響力の大きかっ

た高橋幸八郎のいわゆる ｢高橋史学｣ を相対化する視点を学ぶことになります｡ さらに原から

は, 原のフランス留学時代の恩師であるフランソワ・キャロン (��������������, ����‒����)
を紹介されます｡ そして中島先生は, 博士課程の終わりに, フランス政府給費奨学生として,

キャロンが学科長をしていたパリ第四大学史学科博士課程に３年間留学することになりました｡����年９月, ��歳の中島先生は日本を飛び立ち, パリに向かいます｡
２. パリ機械工業史研究へ――パリ留学時代――����年から４年弱におよんだパリ留学は, 研究者としての中島俊克先生を語る上で大きな転
機でした｡ パリ第四大学での指導教員となったフランソワ・キャロンは, ��������������������������������������′������������������������������������������
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�������������′�����(『大規模鉄道ネットワークの運営―����年から����年の北部鉄道
―』) で, パリ第十大学から博士号を取得したフランス鉄道業史のパイオニアでした｡ 当時の

キャロンは院生たちに公益事業の研究を勧めており, 中島先生は２つのテーマ, フランス東部

鉄道史とパリのガス供給会社の歴史を示されますが, 製造業の歴史をテーマとしたいとすべて

断ります｡ しかし, 日本で研究していたフランス東部の木炭製鉄史の史料は戦災でほとんどが

焼失し, 博士論文のテーマとするには難しい状況でした｡ キャロンの助言を受けて, 新たに定

めたテーマがパリ市内東部の社会経済史です｡ 現在は住宅地となっているパリ市内東部は, ��
世紀後半には金属機械工業の中心地として大きく栄えた地域でした｡

研究の手掛かりとなったのは, キャロンより渡されたジェラール・ジャックメーという若き

研究者の博士論文でした｡ ジャックメーは博士論文執筆後, 癌で急逝してしまい, この大部の

論文は遺著となった研究でした｡ そして留学１年余りで, 中島先生は研究対象を機械および機

械部品製造業に絞り込みます｡ とはいえ, その研究は遅々として捗りませんでした｡

中島先生が対象としたパリ市東部は, 中小町工場の密集地であり, 個別企業の一次史料は無

く, 二次資料としての行政や業界団体の実態調査もほとんど存在しない絶望的ともいえる状況

でした｡ その中で中島先生は, 当時刊行された 『商工人名録』 から対象地域の二千を超える機

械関連工場の情報を書き出し, 製品の変遷を追跡することから研究を進めていきました｡ 問題

となったのは, 研究のベースとなる 『商工人名録』 の掲載率 (補足率) です｡ 掲載率が不明の

ままでは, 経済史の実証研究として限界があります｡ そこで中島先生は, 膨大な作業を経て,

『商工人名録』 の情報とパリ市史料館の営業税台帳を照合し, ��世紀後半の 『商工人名録』 の

掲載率が９割近いことを証明します｡ そのほかにも, 国立公文書館に所蔵されていたパリ商事

裁判所の破産文書を利用して生産設備の変化を明らかにするなど, さまざまな史料を駆使して

学位論文執筆に邁進しました｡

こうした奮闘にも関わらず, ３年間の給費期間はあっという間に過ぎ, ９ヶ月余りを自費で

賄って, フランスでも最初の機械工業史研究となる博士論文 ������������′������������������‒�����(『パリの機械工業, ����～����』) が完成します｡ 当時の経済史研究を振り返ると,
国際比較・関係史的視点から, 西欧や北米における工業化過程の地域的差異, 相互関連に関心

が集まっていた時代でした｡ その中で各国・各地域での機械工業に関しても研究が活発化して

多くの業績が積み重ねられていましたが, ことフランスに限っては技術史研究のみが存在する

だけで, フランス機械工業史に関する本格的な研究は皆無でした｡ 中島先生は日本人でありな

がら, フランスで未開拓であった研究テーマに切り込み, 後の研究のメルクマークとなる貴重

な研究成果を挙げたことになります｡ 学位審査がすべて終了し, 歴史学・文明学第３課程博士

を取得したのは����年６月, 中島先生は��歳となっていました｡
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３. 京都を経て立教へ――大学教員の時代――

フランスから帰国した中島俊克先生は, ����年３月に博士課程を単位修得退学し, 同年４月
から１年間, 一橋大学経済学部の助手となり, ����年４月に京都産業大学経済学部に ｢欧米経
済論｣ 担当の専任講師として着任しました｡ ����年４月に助教授に昇格した後, ����年９月か
ら����年６月まで在外研究で再びパリ第四大学に留学します｡ そして９年間過ごした京都を離
れ, いよいよ����年４月から ｢経営史｣ 担当の助教授として, 立教大学経済学部での教員生活
が始まりました｡ 同時に着任したのは, ｢経済原論�｣ の前畑憲子, ｢景気変動論｣ の黒木龍
三, ｢近代経済学Ⅱ｣ の藤原新でした｡����年当時の経済学部には, ｢一般経済史｣ 担当の小笠原茂, ｢アメリカ経済史｣ の高橋和男,
｢現代日本経済史｣ の疋田康行, ｢日本経済史｣ の老川慶喜, ｢社会思想史｣ の小林純, ｢欧州経

済史｣ の石原俊時 (現東京大学教授), 計６人が歴史系教員として在籍していました｡ 中島先

生は前年度まで ｢一般経済史｣ を担当していた鵜川馨の定年退職を受けて, その後任として採

用された形になります｡ 中島先生の着任まで ｢経営史｣ を講義していたのは, ｢経営学｣ 担当

の丸山恵也でした｡ ����年のカリキュラム変更で ｢一般経済史｣ が廃止され, 歴史系スタッフ
によるリレー講義 ｢経済史｣ がスタートします｡ これに合わせて, 中島先生は, 老川慶喜ほか

編 『経済史』 東京堂出版 (����年) に編者の一人として名を連ね, 全体の調整やスケジュール
管理に熱心に取り組みました (第２章 ｢前資本主義経済の特質｣, 第９章 ｢戦後の世界経済｣

ほかを執筆)｡ その後, 中島先生は����年４月から２年間, 北川和彦学部長の下で, 経済学科
長の岩崎俊夫, 前期課程主任の服部正治, 後期課程主任の松井泰則とともに, 経営学科長とし

て学部運営にあたりました｡ 経営学科長を退任後, ����年４月から１年間, 大学院時代から数
えて３回目の長期海外研究として, パリ第十大学に留学しました｡ ����年には小笠原の定年退
職により, 中島先生は ｢欧州経済史｣ の担当に移り, ｢経営史｣ は須永徳武の担当となりまし

た｡

中島先生の大学運営における最も大きな貢献として衆目の一致するのは, 全学共通カリキュ

ラムでの活躍です｡ ����年に発足間もない全学共通カリキュラムに経済学部の言語担当専門委
員として選出され, ����年以降, サバティカルの期間を除き, その運営に携わってきました｡
役職名だけを挙げても, ����～����年度全学共通カリキュラム専門委員 (総合), ����～����
年度全学共通カリキュラム特別教務委員, ����～����年度全学共通カリキュラム統合サポータ
ー, ����年度全学共通カリキュラム総合チームメンバー, ����～����年度全学共通カリキュラ
ム総合チームリーダー, そして����年度から退職まで全学共通カリキュラム副部長を歴任して
きました｡ 立教大学の伝統的理念である ｢全人教育｣ を実践すべく, 中島先生が全学共通カリ

キュラムにかけた情熱については, 後述したいと思います｡
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学会活動においても, 社会経済史学会, 経営史学会を中心に, フランス経済史・経営史の泰

斗として重きをなしてきました｡ 社会経済史学会では, ����年１月～����年��月まで評議員,����年１月～����年��月まで理事, 経営史学会では����年１月～����年��月に評議員, ����年
１月～����年��月に理事を歴任しました｡ さらに学会の研究活動の中心である学会誌に関して
は, 『経営史学』 編集委員を����年１月～����年��月に務め, とりわけ 『社会経済史学』 編集

委員に関しては, ����年１月から����年��月まで長期にわたり尽力し, その重責を担ってきま
した｡

次に中島先生のこれまでのご研究について, 簡単に紹介させて頂きます｡ 同じ歴史系分野と

はいえ, 中島先生はフランス経済史を専門とされ, 私は日本経済史を専門としています｡ その

学問的意義まで十分に言及できないことをあらかじめ申し添えておきます｡

４. ｢森林｣ の製鉄業史から ｢都市｣ の機械工業史へ――研究遍歴をたどって――

(１) 製鉄業史研究

中島俊克先生はパリ留学を画期として, 製鉄業史から機械工業史に研究テーマを大きく変化

させます｡ 製鉄業史に関する論考は, ① ｢十九世紀前半のフランスにおける小規模製鉄工場へ

のパドル炉の普及｣ 『社会経済史学』 第��巻第３号 (����年９月), ② ｢��世紀フランス製鉄業
発展の特質｣ 原輝史編 『フランス経営史』 有斐閣 (����年) の２本です｡ まず修士論文をベー
スとした論文①について紹介します｡ 論文①の課題は, ��世紀末にイギリスで開発された新製
鉄技術の一つであるパドル法が��世紀前半にフランスの製鉄業で普及していく過程を追跡する
ことで, ��世紀フランス製鉄業の発展がイギリスと異なる独自の方向への変化を含むことを明
らかにすることでした｡ 中島先生はフランス商務省鉱山局が毎年作成していた 『鉱山局統計』

の����年と����年に収録されていた ｢フランス製鉄工場総覧｣ を検討し, イギリスの新技術が,
通説では退嬰的とされてきたフランス東部や中西部の森林地帯の伝統的小規模製鉄工場で相当

広く行われていたことを解き明かしました｡ 結論部分では, 従来もっぱら木炭製鉄から石炭製

鉄への移行の初期段階 (����年代前半まで) の過渡的現象として捉えられてきた森林地帯の小
規模工場におけるパドル精錬が��世紀後半まで存続したこと, 守旧的と捉えられてきた木炭製
鉄地域の経営者が実際には高品質の錬鉄需要の増大という状況に機敏に対応する能力を備えて

いたことを指摘しています｡ 伝統的要素の存続を単なる ｢遅れ｣ とみなさず, 新製鉄法と旧来

の製鉄技術の結合をめざした点を強調し, そこにフランス製鉄業の特徴を見出そうとする視点

は非常に明快です｡

次の論文②は, 原輝史を編者として, 日本で最初のフランス経営史に関する入門書として構

想された 『フランス経営史』 に収められています｡ ただし, 編者の原が ｢はしがき｣ で ｢フラ

ンス経営史研究は, 現在にいたるまでほとんど未開拓の研究領域だったので, いわゆる教科書
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スタイルで本書を編集することはできなかった｡ …… (中略) ……そこで各執筆者の専攻する

テーマを中心に叙述を進め, 場合によっては執筆者の主張を加味しながら問題点を明確化する

ことにした｣ (�頁) と述べているように, 同書は専門の論文集といっていい内容です｡ 大学
院生だった中島先生は, 執筆者の中で唯一の����年代生まれの最若手でした｡ 論文②では, 修
士論文で対象としたフランスの石炭製鉄技術 (パドル法) の定着過程が分析され, ��世紀のフ
ランス製鉄業発展の特質が検討されます｡ 学部卒業論文で考察した産業革命の英仏比較を念頭

に置きつつ, ��～��世紀のフランス経済を停滞的と捉える通説を批判し, 同時代の華やかな産
業革命期のイギリスのように劇的ではなかったものの, フランスが国内市場の漸進的な進化を

踏まえながら, 着実に工業国への道を歩みつつあったことが描かれます｡

中島先生の製鉄業史を対象とした研究は論文①と論文②のみですが, 統計資料による数量的

分析, 中小零細工場の地理的分布の確認, 二次資料の丹念な分析・整理と読み込み, そして生

産現場の ｢技術｣ を中心に置く研究手法は, 後の機械工業史研究と変わりません｡ 一橋伝統の

実証主義に基づき, 一つ一つの史実を積み上げて, 通説的理解に批判を加える｡ これが中島先

生の基本的な研究スタイルとなっていきました｡ この点に鑑みると, 中島先生の研究に対する

姿勢は一橋大学の学部時代に形成されたといえるでしょう｡ 付言すると, 論文①で対象とした

製鉄工場は, ��名程度の比較的小規模の工場でした｡ 都市機械工業史においても, 中島先生は
中小零細工場に着目しますが, イギリス中小企業論を学んだ学部時代の外池ゼミでの経験が先

生に強く影響したことがうかがえます｡

(２) 機械工業史研究

フランスのパリ第四大学への留学を契機に, 中島先生は機械工業史研究に転じます｡ 帰国後

に博士論文をベースに次々と論文が公刊されていきました｡ まず③ ｢��世紀後半～��世紀初頭
におけるパリ機械工業の展開｣ 『土地制度史学』 第���号 (����年６月) をみていきます｡ 論文
③の目的は��世紀後半から��世紀初頭 (具体的には第二帝政期から第一次世界大戦前夜まで)
のパリ地域における機械工業の展開を明らかにすることです｡ 特に通説では ｢没落｣ の側面が

強調されてきた世紀転換期のパリ機械工業について, 自動車産業の発展に関連させて新たに捉

え直すことを目指しました｡ 当時のフランス経済史研究では, 機械工業史研究のみ目立った業

績がありませんでした｡ これは生産量・生産額の諸統計や公的機関・組織による実態調査など,

産業の全体像を把握する基礎的資料がほとんど無く, また業界団体や労働組合などの刊行物も

散逸しているという史料的な制約に起因していました｡ さらに中島先生が対象としたパリ地域

の機械工業は, フランス機械工業の最大の中心地でしたが, 中小零細工場が多く, 経営史料も

残っていない状況でした｡ 中島先生はこの限界を突破すべく, 博覧会報告書や商業年鑑などの

同時代文献, 隣接領域の人口史・社会史で利用されていたセンサスや営業税台帳, 破産文書な

どから機械工業関係の叙述を拾い出し, その全体像を再構成していきました｡ 丹念な実証作業
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によって導き出された結論として, パリ地域の機械工業が��世紀前半に形成され第二帝政期に
急成長した手工的熟練に大きく依存し, その後の展開を強く規定し続けたことを中島先生は指

摘します｡ そして, パリ機械工業がこの手工的熟練に依存した生産構造からの脱却に苦しみつ

つ, 他方でその利点を生かして, ｢ベル・エポック｣ 期の繁栄がもたらされたことを明らかに

しました｡

続いて発表された論文が④ ｢��世紀パリ機械工業における技術変化と技能養成｣ 『社会経済
史学』 第��巻第６号 (����年２月) です｡ 論文③において, 中島先生は, 第一次世界大戦以前
のフランス, 特にパリ地域の機械工業の発展を論じましたが, この論文④では, ��世紀～��世
紀初頭のパリ機械工業における労働過程の変化と, それに伴う作業管理, 労働力陶冶機構形成

のプロセスを検討します｡ 技術教育・職業訓練に関する教育史の成果と中島先生ご自身の機械

工業史の成果を結びつけることによって, 教育・訓練機構の整備に合わせて進展したパリ機械

工業における生産構造の変化が描かれます｡ 中島先生は, パリ機械工業の生産構造に手工的技

能が組み込まれていたこと, 熟練労働者の養成は伝統的な機構を基幹としつつ, 国立工芸院の

夜間講座や製図教室, 私塾が補完していたことを示します｡ こうした伝統的要素と近代的要素

の巧妙な組み合わせがフランス機械工業の基礎となったものの, 他方で伝統的要素への強い依

存が, 機械工業の新たな技術段階に見合った量の新型熟練工を養成する労働力陶冶機構の確立

に立ち後れたと結論づけます｡

次の⑤ ｢第二帝政期におけるパリ機械工業の繁栄｣ 『一橋論叢』 第��巻第３号 (����年３月)
は, 論文③で十分に言及できなかった第二帝政期 (����‒����年) のパリにおける手工的熟練
に立脚した中小機械工場の繁栄を論じたものです｡ ここで中島先生は, パリ郊外で機関車製造

などを行っていた大規模機械工場が市内東部の中小機械工場に熟練工調達や部品加工等で強く

依存していたことを明らかにします｡ 中島先生の表現を借りれば, ｢大工場は, 中小工場の大

海に点々と浮かぶ島｣ でしかなく, 分厚い中小工場の存在がフランス機械工業の核となってい

たことが示されます｡ 博士論文の対象時期は����年から����年までで, この論文⑤により, 留
学時代の成果については一つの区切りがつく形となりました｡����年代以降, 中島先生は, 第一次世界大戦以降のパリ機械工業に関して, 時代を少しずつ
下りながら論文を発表していきます｡ まず⑥ �������������������������‒��������������������′�������������′���������������������������������������′��′��������′������′������������では, パリ機械工業の技術・組織革新に対する第一次世界大戦の影響
を論じています｡ 中島先生は論文⑥において, 総力戦下のパリ機械工業が砲弾や大砲, 小型武

器などの大量の軍需に対して, 作業組織の合理化を進め, 旧来の生産構造を労働集約的に柔軟

に再編して対応したこと, 標準化などの試みもみられたものの, 限られた規模の生産ではアメ

リカ的生産システムの導入は不完全に終わったことを明らかにしました｡ そして, 軍用の車両

や航空機の分野で目覚ましい技術的進歩を遂げた一方, 軍需品への傾注は工作機械生産を犠牲
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にしたため, 工作機械は対米依存を強めることになったと指摘します｡ 結論として中島先生は,

第一次世界大戦を契機として, 戦争前から進んでいた一部の大企業が発展を加速させた一方,

生産構造を柔軟に組み替えて対応したパリ機械工業の基本的構造は変化せず, 全体としてみれ

ば, ����年代に技術面, 構造面での近代化という新たな課題に直面することになったと結んで
います｡ 戦争を画期とする ｢連続と断絶｣ は, 経済史に限らず歴史学にとって常に関心を集め

てきた議論です｡ 中島先生は第一次世界大戦の影響を慎重に検討し, 軍需の急拡大がパリ機械

工業の構造を変質させるまでには至らず, フランス機械工業の力強く柔軟な対応力が抜本的な

近代化を阻む ｢桎梏｣ となった点を強調します｡ この指摘は, 第二次世界大戦後の日本機械工

業発展の前提として, 戦時期の生産管理の進歩や産業構造の変化を議論してきた日本経済史に

とっても, 貴重な示唆を与えるものといえるでしょう｡

続いて中島先生は, ⑦ ���������������������������������′�������������′��������������(����‒����)�������′�������������������������������������������������������′����������������������������������������������‒������′��������������������������������′ �������‒�������������で, 両大戦間期のパリ機械工業の危機と
成長を取り上げました｡ この論文は, 恩師のフランソワ・キャロンがパリ第四大学を退職する

際に編纂された記念論文集に寄稿されたもので, その目次に並んだ執筆者を見れば, フランス

歴史学界におけるキャロンの貢献が一目で理解することができます｡ 論文⑦タイトルの �危機�
とは, パリ機械工業が第一次世界大戦期に軍需生産に傾斜した結果, ����年代から����年代前
半に生産転換に苦しんだことを意味し, �成長�とはナチス・ドイツに対抗する再軍備の進展
により, ����年前後から活況を呈したことを指しています｡ 中島先生はまず, 統計的な概観を
試み, フランス全体に占めるパリ機械工業の地位を量的に観察し, その重要性が変わらなかっ

たことを明らかにしました｡ 続いて, ����～��年におけるパリ地域における中小機械工場の技
術革新について, 原動機や各種産業用機械, 工作機械などの製品別に主要企業の発展を検討し

ます｡ 興味深いのは, 第一次世界大戦の負の遺産であった軍需品生産に対応した生産設備や生

産ネットワークが, 両大戦間期の危機の要因となった反面, 再軍備開始により一転して活力源

となったことです｡ このことがパリ機械工業, さらにはフランス機械工業にどのような意味を

持ったのか, また特に量産技術の確立という点でどのような限界を有したのかについては, ド

イツによる占領を経て, 第二次世界大戦後の成熟期を検討した論文⑧に引き継がれていきます｡

そして��年ほど間隔を置いて発表されたのが, ⑧ ｢パリ機械工業の再活性化とその限界,����～����年｣ 『社会経済史学』 第��巻第５号 (����年１月) です｡ ここでは, 第二帝政期
(論文⑤), ��世紀初頭の繁栄 (論文③) に続き, 成熟期ともいえる第二次世界大戦直後から����年代のパリ機械工業が描かれます｡ 多様な製品と柔軟な生産構造を特徴とするパリ機械工
業は, ドイツ占領期と戦後混乱期を経て, ����年代初頭をピークとする好況を謳歌しました｡
中島先生は, この時期の繁栄を, パリ機械工業が西側世界全体への生産財供給の一翼を担いな
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がら, 耐久消費財の急増という事態を受けて次の時代に向かっての �模索�を続けた時期と捉
えます｡ この �模索�は �可能性�とも言い換えることもでき, 奢侈的金属加工業の伝統に連
なる独自の生産体系を進化・成熟させることで, 戦後初期のパリ機械工業には様々な未来が拡

がっていたと, 中島先生はその強みを主張します｡ しかし, 最終的には, 西ドイツ機械工業の

再建が軌道に乗り, 地域間分業関係が世界的に再編成される過程で, パリ機械工業はフランス

の自動車・航空機産業を中心とする産業地域の再編の中に組み込まれ, パリ市内東部の雑多な

中小工場は消え去り, 現在では街角のガレージなどに名残をとどめるに過ぎなくなってしまい

ました｡ 中島先生は, 労使関係や取引関係の透明化をもたらした産業構造の近代化を評価する

一方で, 町工場としての柔軟性, 多能性が失われ, 現在のフランス機械工業におけるメカニク

ス系技術の ｢足腰｣ の弱さにつながったと結論づけます｡ 論文の末尾で, 中島先生は ｢水清け

れば魚住まず｣ の故事を引いて, 雑然たる雰囲気の中で活気に満ちていた往時のパリ町工場の

世界を表現します｡ 東京の大田区や東大阪など, 日本の場合も集積された雑多な町工場が機械

工業の競争力の源泉となってきました｡ 安易に����年代のフランスと現在の日本を比較するの
は避けなければなりませんが, 現場の職人の手工的熟練に支えられた ｢モノづくり｣ の意味を

考える上で, この論文は現代的な意義を有しているように思われます｡

パリ機械工業に関する通史的研究の最後となるのが, ⑨ ����������������������������������������������������������������������������‒����������������������������������������������������‒�������������������′����′����������������������������������������������������������′ �������������������です｡ この論文⑨は,
論文⑧の結論部分で言及した都市機械工業とフランスの産業政策 (計画経済) との関係につい

て, ����～��年のフランス経済 ｢栄光の三十年間｣ を中心に論じたもので, 中島先生が研究対
象としてきた伝統的な金属加工業に立脚したパリ市内東部の中小零細工場の ｢終焉｣ が描かれ

ます｡ 中島先生は, 実態を無視したフランス政府の誤った産業政策によって, この間にパリ機

械工業の競争力の源泉であった工場間のネットワークや熟練工に体化した高度な手工的技能が

失われていったことを, ｢古き良き時代｣ への惜別の辞のように淡々と実証していきます｡ 論

文⑨により時期としては, 第一次オイルショック前後まで到達し, 博士論文から数えれば, お

よそ���年間のパリ機械工業を論じたことになります｡ なお, この論文⑨は, ����年に急逝し
た原輝史の追悼論文集に収められたものです｡ この追悼論文集は, ドミニク・バルジョ

(���������������, パリ第四大学) とパトリック・フリダンソン (����������������, 社
会科学高等研究院) の呼びかけで, ����年８月にパリで開催された原輝史先生追悼セミナーを
契機としてまとめられたものです (矢後 [����])｡ セミナーにおいて中島先生は, 第一部 ｢カ
ルテルと産業政策の研究者としての原輝史｣ でパリ機械工業について報告し, セミナーに参加

した矢後和彦 (早稲田大学教授) によれば, 中島先生は ｢原先生が生前に強調されたフランス

経済のカルテル (アンタント) 体質にも言及され, 原先生の着想が今日の国際的な研究水準に
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継承されることを示して一同に感銘を与えた｣ とのことです (矢後 [����], ��頁)｡ キャロン
を中島先生に紹介した原の追悼論文集に, 先生が半生をかけて取り組んできたパリ機械工業史

研究の一つの区切りとなる論文が掲載されたのは偶然だったのかもしれません｡ しかし, 歴史

家としてはその偶然に必然を見いだしたいようにも感じます｡

さて, 中島先生は, パリ機械工業に関して, 以上みてきたような主軸といえる諸研究のほか

に, 論点を掘り下げたいくつかの論考を発表しています｡ ⑩ ��������������������������������������������������������‒��������� �������������������������, �������������は, 論文⑤を補完する形で, 第二帝政期にパリで開催された世界博覧会におけるフ
ランス製の諸機械を分析したものです｡ ⑪ ｢黒い旋盤工：フランスにおける北アフリカ系労働

者の社会的上昇｣ 佐藤清隆・中島俊克・安川隆司編 『西洋史の新地平：エスニシティ・自然・

社会運動』 刀水書房 (����年) は, 一橋大学大学院時代の恩師である浜林正夫の傘寿を記念し
た論文集に寄稿されたものです｡ 中島先生は編者の一人として, 出版企画書の段階から携わり,��人からなる執筆者のとりまとめに尽力されました｡ この論文⑪では, 論文⑧と⑨で言及した
フランス機械工業における北アフリカ系移民労働者を取り上げています｡ ⑫ ｢フランス自動車

部品工業の発展と国際競争：グローバル化の進展と政府のかかわり｣ 湯沢威編 『国際競争力の

経営史』 有斐閣 (����年) は, 現在のフランス経済の屋台骨となっている自動車産業を通して,
国境を越えた生産の最適化の動きと産業政策の役割を検討した論考です｡

⑬ ｢形成期フランス機械工業の技術的特質―イギリスと比較して―｣ 竹岡敬温ほか編 『新技

術の導入―近代機械工業の発展―』 同文舘 (����年) は, ����年７月に開催された社会経済史
学会近畿部会夏季シンポジウム ｢機械工業における新技術の導入と開発｣ を基礎にした論文集

の中の一編です｡ また⑭ ｢祖国を棄てた技術者：ジョン・ホルカーと英仏産業革命｣ 浜林正夫

・神武庸四郎編 『社会的異端者の系譜』 三省堂 (����年) は, イギリスからの亡命技術者によ
るフランスへの繊維機械も含む繊維工業に関わる技術移転を論じたものです｡ これら論文⑬・

⑭は, いずれもイギリス産業革命との関係史・比較史的な視点でまとめられており, 中島先生

が��世紀までのフランス経済, 産業技術をどのように捉えていたのかを知ることができます｡
第二次世界大戦後の日本における農業機械工業をめぐって久保田鉄工所 (現クボタ) を事例

に論じた⑮ �����‒���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������は, フランス経済史を専門としてきた中島先生の研究
業績の中では異色の研究です｡ この論文が収録された�����������������������は, 米川
伸一の還暦を記念して刊行されました｡ 同書は, 日本企業の経営や戦略を ｢日本的経営｣ とし

て過度に単純化せず, 個別企業のケーススタディを通して, その多様性を明らかにするという

統一された課題・視角で企画されたものです｡ 編者の湯沢威によるこの企画意図に沿って, 中

島先生が選んだのが, 日本を代表する機械工業地域 ｢大阪｣ をバックボーンに発展した久保田
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鉄工所でした｡ ここでは対象が日本に移っていますが, 中島先生の基本的視座はこれまでと変

わらず, パリに代わって大阪を舞台とした議論が展開されます｡ 経済史・経営史で未開拓の領

域に切り込んだ論文⑮は学界にとっても貴重な財産といえます｡

最後に����年２月��日, ��号館����教室において開催された最終講義 ｢フランスの森と水

車｣ を紹介して, 本節を終えたいと思います｡ この最終講義は, ����年度に大学院博士課程前
期課程 (修士課程) の講義 ｢欧州経済史特論｣ で輪読したフェルナン・ブローデル 『フランス

のアイデンティティー』 論創社 (����年) への言及から始まり, 森林史の重要視を説く ｢森の
話｣, 水力エネルギーの歴史を通して水車の技術史を振り返る ｢水車の話｣ と続き, 中島先生

の深い教養に基づく歴史家としての視点から, フランスの風土と産業技術の関わりについて議

論が進められました｡ 近年, 中島先生は ｢フランスにおける環境史研究の動向：社会経済史の

観点から｣ 『社会経済史学』 第��巻第４号 (����年��月) などを通して, 歴史研究における環
境史の重要性を強調してきました｡ 産業技術の発展におけるイギリスともドイツとも異なるフ

ランスの独自性は, どのような要因によって生じたのか｡ この問いに対して, 中島先生は, フ

ランスの自然地理的な条件や歴史的伝統に着目し, それらを背景に展開した生産活動と自然と

の柔軟な関わりに解答を求めます｡ 本節では主に中島先生が ｢森林｣ の製鉄業史から ｢都市｣

の機械工業史へと研究の方向性を転換したことをみてきました｡ しかし, この最終講義を踏ま

えれば, 中島先生の根底には, ｢森の国｣ フランス (ガリア) という意識が常にあり, 再びそ

こに回帰していったことがうかがえるでしょう｡

以上, 駆け足で中島先生の��年を超える研究の遍歴をたどってきました｡ フランス経済史研
究を軸に置きながらも, 一つの学問領域には収まらない中島先生の視野の広さ, 大胆な構想力,

そしてそれらを裏付ける高い実証力には, 同じ研究者として感嘆せざるをえません｡

５. 全学共通カリキュラムを支えて――専門人から教養人へ――

中島俊克先生は, 立教大学の全学共通カリキュラム (以下, 全カリ) に全身全霊をかけて取

り組まれ, 中核メンバーの一人として, 立教大学の財産である全カリを支えてきました｡ 中島

先生は退職にあたって, 全カリ運営センターの紀要 『大学研究フォーラム』 に ｢全カリという

奇跡｣ という一文を寄稿しています｡ この中で中島先生は, 全カリが専門教育の充実を求める

社会の要請と立教伝統の ｢全人教育｣ の理念との間の激しい葛藤のなかから ｢奇跡｣ のように

生まれたものと振り返っています｡ この奇跡を生んだ背景として, 中島先生は, ����年の大学
設置基準大綱化を受けて, 立教大学がいち早く学士課程教育の目標を従来の ｢教養ある専門人

の育成｣ から ｢専門性ある教養人の育成｣ に転換したことを挙げ, この転換を英断として高く

評価します｡ この転換の最大の成果が全カリということになりますが, 長く全カリを支えてき

た中島先生の実感としても, ｢(過度に) 教育熱心な一握りの教員が, 周囲に温かく見守られな
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がら, …… (中略) ……無限の労働投入で支え続けている一個の運動体である｡ 神輿の重さが

肩に食い込んでも, 祭りの興奮から担ぎ手は痛さを感じないようなもの｣ (中島 [�����], ��
頁) と表現するほど, 全カリは教員に想像以上の負荷をかける壮絶な教育上の取り組みでした｡

｢(過度に) 教育熱心な一握りの教員｣ の一人として, ｢無限の労働投入｣ で中島先生が全カリ

を支え続けてきた理由はどのようなものだったのでしょうか｡ 一つの回答として, 研究者と教

育者の２つの面をもつ大学教員のあり方について述べた中島先生の ｢思い｣ を少し長くなりま

すが引用しておきたいと思います｡

大学教員は研究者であると同時に教育者でもある｡ ことに立教大学では専任教員は, 自分

の学部の学生だけでなく全学部・全学年の学生に対し, 教育責任を負っているのである｡ ４

月に胸をときめかせて教室に入ってくる新入生たちに, 冷たい専門研究の成果を投げ与える

だけで, 本当に教師は満足できるか｡ そうして得たわずかな時間を研究に向けたとして, ど

れほどの研究成果が得られるというのか｡ 専門教育のカリキュラム体系の中では個々の講義

に盛り込める内容に制約があるため, 教員にとっても学生にとっても, それは退屈なものに

なりがちである｡ むしろ自由にテーマを選び専門の違う学生たちに講義する, 全カリの教室

での学生との共感の中にこそ, 新たな研究の種が発見できるのではないか｡

(中島 [�����], ��頁)
この中島先生の ｢思い｣ からは, 研究と教育が決して二者択一なものであったり, どちらか

を重視したりするものではないという, 我われ立教大学の教員に対する激励が痛切に伝わって

きます｡ この激励をどのような形で受け止めていくのか｡ 中島先生が去った後の私たちは常に

自問自答しつつ考えていかなければならないと思っています｡

結びにかえて

中島先生が����年４月に立教大学に着任した頃の経済学部は, 経済学科と経営学科の２学科
体制で, １学年�����人余り, ４学年合計で�����人を超える巨大学部でした｡ 中島先生が担当
した通年科目の ｢経営史｣ は, �����人を超える履修者を数え, ４月の学期初めの頃は, 配当
された９号館大教室には入りきらず, 教室からあふれ, ９号館１階のピロティまで学生が列を

なしているような状況でした｡ もちろん教室外の学生には中島先生の声は届かず, レジュメが

講義開始の��分後に回ってくるような有様です｡ ５月のゴールデンウィーク明けには, おおよ
そ���人程度が毎回出席するようになり, こうした混乱も収まっていきました｡
まさに長らく日本の大学で批判されてきたマスプロ授業そのものでしたが, 中島先生は当時

珍しかったインターネットを利用して, この問題を少しでも解決しようとしました｡ 現在, 立
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教大学では教育支援システムの����������が広く利用されていますが, こうしたサービスが
検討すらされていない中で, 独自の���サイトを立ち上げて, 講義レジュメや参考文献など
を提供していました｡ もちろん現在よく利用されている文書フォーマットの���も一般に広
まっていない時代です｡ レジュメもテキストベースで����言語により公開されていました｡
その他にも, 経済学部最初の独自サイトの立ち上げなどにも関わり, ��代の若き中島先生は,
経済学部において���の先端を走っていた教員の一人でした｡ 当時, 経済学部は３号館にあ
りましたが, 建物自体が非常にクラシックな雰囲気で, 広さも現在の��号館の研究室の半分程
度でした｡ 学部時代の私もよく３号館の研究室を訪ねていましたが, 狭い研究室内に窮屈そう

に古い洋書や専門書が積み上げられている中, 最新の��とモニターが置かれているという対
照的な情景を, 今でも懐かしく思い出します｡

教育活動において最新のツールを使いこなす中島先生でしたが, 私が今でも忘れずに強く記

憶しているのは, 先生と読み進めた古典輪読です｡ 私が留年２年目で余裕がありそうだという

こともあったのかもしれませんが, ����年に私は中島先生から大学院講義への参加を勧められ
ました｡ 講義には, 現在, ビジネスデザイン研究科 (経営学部) 教授の山中信彦先生も大学院

生として参加されていて, ３人でシュンペーター (������������������) の 『経済発展の

理論 (第二版)』 (�����������������������������������������������������������・・���������������������� ������������) の英訳版を読み進めることになりました｡ 塩野谷祐
一らによる有名な邦訳 (『経済発展の理論』 上・下, 岩波文庫, ����年) もありましたが, 自
力で四苦八苦しながら和訳して, レジュメを作り, 発表する作業を繰り返しました｡ 講義では,

中島先生ご自身はドイツ語の原著を傍らに置いて, 単語レベルでドイツ語版と英語版の違いを

我われに説明しつつ, 本当に一行一行解説を加えていきました｡ 中島先生は ｢こういう時代だ

からこそ｣ (中島 [����]) という小論の中で, ｢とにかく古典に深く学ぶことが, こういうあ
わただしい時代には, 何より必要なのではないか｣ と古典の重要性を語っています｡ 本稿にお

いても, 中島先生が一橋大学の学部時代から, 英語, フランス語の古典に親しまれてきたこと

を触れてきました｡ あのゆっくり流れる時間の中で古典を読み進めた経験が私を研究者の道に

誘ったとすれば, 私自身がそれを次代に伝えなければと強く感じています｡

さて, 中島先生を語る上で欠かせないのは, お酒にまつわるエピソードです｡ 私自身, 中島

先生とは数多く酒席をともにしてきました｡ 博覧強記の中島先生は座談の名手です｡ そもそも

文系の大学教員は, 一度話し出すと話が止まらないものですが, 中島先生は学問論から大学論,

様々な話題に対応しながら, 常に場の中心で語り続けていたことが記憶に残っています｡ そし

て話が弾めば弾むほどお酒も進んでいくことになります｡ とはいえ, ｢お酒好き｣ と ｢お酒に

強い｣ は, 必ずしも一致しません｡ 私自身が目の当たりにしたり, 後日に聞いたりした中島先

生のお酒に関する逸話は, 大変面白おかしく, またお人柄を示すものが多々あるのですが, こ

こでは具体的には言及せず, 個人的な思い出として胸にしまっておきたいと思います｡ ここに
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残すべきは, ｢よく呑まれた｣ だけで十分でしょう｡

学部ゼミ１期生でゼミ長をしていた私の怠慢もあり, 中島ゼミは��・��や現役生による
先生を囲む会を定期的に実施してきませんでしたが, ����年��月に還暦のお祝いの会, ����年
２月の最終講義に合わせた定年退職のお祝いの会を開くことができました｡ ����年度の１期生
から����年度の第��期生まで, 中島ゼミの卒業生は���名余りになり, 多くの有為な人材を社
会に送り出してきました｡ 卒業生の中で, 私を含めて２名が経済史の研究者となり, 大学で教

鞭をとっています｡ また直接の教え子以外にも, 中島先生は学会等で分け隔て無く, 他大学の

大学院生や若手研究者に積極的に声を掛け, 報告に対して真摯に質問・コメントを行い, 後身

の研究者育成に心を砕いてきました｡

中島先生は ｢私が専攻する経済史というのは, 陸上競技に例えると短距離走よりはマラソン

に近い分野で, 研究を持続することが重要｣ (中島 [�����], ��頁) と語っていますが, ご壮
健な中島先生の研究者としての歩みは, まだまだ止まることがないと思います｡ パリ機械工業

史についても, 中島先生曰く ｢先を急ぐあまり駆け足になってしまった｣ ため (中島 [�����],
５頁), 第二次世界大戦期から戦後復興期については, 再度立ち返って研究を進める予定との

ことです｡ 中島先生のご退職は, 教育者としてのひとまずの区切りでしかありません｡ ご退職

後, 奥様とご一緒に京都に移られたため, 中島先生の謦咳に接しにくくなったことだけが個人

的には残念ですが, 中島先生の一家言ある鋭い舌鋒は, 京都での酒席や学会の全国大会等でこ

れからもうかがえると信じています｡ これまで中島先生から賜った学恩とご配慮に対して, 深

い感謝を申し添えて, この ｢人と学問｣ を終えたいと思います｡

参考文献

中島俊克 [����] ｢こういう時代だからこそ｣ 『大学教育研究フォーラム』 第��号｡
中島俊克 [�����] ｢経済史への想い―私の修業時代―｣ 『立教経済学論叢』 第��号｡
中島俊克 [�����] ｢全カリという奇跡｣ 『大学教育研究フォーラム』 第��号｡
矢後和彦 [����] ｢原輝史先生追悼セミナーに参加して｣ 『早稲田商學』 第���号｡
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